
 

   令和元年11月 

第9回 カナダ・ライフサイエンスセミナーのご案内 

～カナダの医療機器市場の最新動向～ 
 
在日カナダ大使館では、カナダ・ライフサイエンスセミナー を開催する運びとなりました。 
 本セミナーでは、カナダの医療機器市場と商業化に精通した専門家を招聘し、AI関連産業の一大集積地である

カナダで進むデジタルヘルス医療機器開発の現状、薬事規制の動向、医療機器商業化についての講演を行いま

す。医療機器ビジネスの国際展開、カナダの医療機器規制動向にご関心をお持ちの皆様のご参加をお待ち申し上

げております。セミナーに引き続き、ネットワーキングレセプションも開催いたしますので併せてご参加いただ

きますようご案内申し上げます。 

 
- 記 - 

 
日時：令和元年１2月 10 日（火）14:00 – 17:30 
 
会場：カナダ大使館 B2 オスカー・ピーターソンシアター (東京都港区赤坂 7－3－38) 
 
協賛 :   一般社団法人ライフサイエンス・イノベーション・ネットワーク・ジャパン (Link-J) 
 
対象者：ライフサイエンス分野での海外展開・共同研究をお考えの企業様、および大学、研究機関、病院の皆
様。一般・学生の方は対象外とさせていただきます。 
 
備考： 参加費無料、日英同時通訳付き 
 
お申し込み： 
こちらの「イベントフォーム」からお申し込みください。「イベントコード」の欄には、『東京１２１０』とご
記入下さい。追って受講証をお送り申し上げます。1 社から複数のご参加を頂く場合はお一人ずつのお申し込み
をお願いいたします。また、会場の都合上、やむを得ずご参加いただけないこともございますのでご了承くださ
い。  
ご入館に際しまして、免許証やパスポートなど、政府発行の写真付き身分証明書の御呈示が必要となります。 
身分証明書及び受講証のない方は、当館警備規定によりご入館いただけませんのでご注意ください。      
 
締め切り：2019年 12月６日（金） 
 

https://www.canadainternational.gc.ca/japan-japon/events-evenements/event_form-formulaire_evenement.aspx?lang=jpn
https://www.canadainternational.gc.ca/japan-japon/events-evenements/event_form-formulaire_evenement.aspx?lang=jpn


 

【プログラム】 

13：30 受付開始 

14：00 開会の言葉                                                  

14：10 「カナダのヘルステックとライフサイエンス市場の概要」                         

TOHealth!    （トロント地域のヘルスイノベーション・クラスター） 

CEO   スティーブン・ダイバート氏 

15：10 「カナダの市場力学と医療機器商業化に関する考察」 

     Innomar Strategies 社 

シニアディレクター  アリソン・ドリンクウォーター氏 

16：10－17：30 ネットワーキング 
      *プログラム及び講演者は、予告無く変更されることがございます。予めご了承下さい。 

 
 
【講演概要】 

TOHealth!                                                      
CEO  スティーブン・ダイバート氏  

ダイバート氏は、100社以上のカナダ企業と多国籍企業から構成される医療機器の業界団体、

MEDEC (現 Medtech Canada)で CEO を 10年務めた経験を持ち、今回の講演ではカナダのライフサイエンス業

界、カナダの医療機器業界の状況、医療機器の市場アクセス、デジタルヘルスおよび AI開発の役割と傾向、医

療機器の臨床試験など中心に概説する。さらに、環太平洋パートナーシップ協定(TPP11)において包括的かつ進

歩的な協定を含むカナダでの機会についても紹介する。 

 

 Innomar Strategies 社  
シニアディレクター、アリソン・ドリンクウォーター氏 
 
カナダにおける医薬品と医療機器商業化の方法は、患者、支払者（公的および私的医療セクター

の両方）および規制当局への考慮の観点から大きく異なる可能性がある。 この講演では、カナダの医療機器市場

の概要を説明し、規制、価格設定、調達、およびデバイスを商品化するための償還の枠組みについて詳しく説明

する。 また、従来の医療機器と AI、機械学習ソフトウェア、診断などの新規参入者の双方の観点から様々な市

場力学を考察する。日本企業がカナダでの拠点立ち上げと市場への参入を成功させるために考慮する必要がある

立ち上げ戦略、償還スケジュール、およびさまざまなステークホルダーに関する洞察と推奨事項も説明する。 


